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新旧対照表 
 

反映箇所 新 旧 

P108-110 6.2 海洋環境の保全上の障害が生じる恐れの監視体制について 

(略) 
上記の監視計画については，「特定二酸化炭素ガスの海底下廃棄する海

域の特定二酸化炭素ガスに起因する汚染状況の監視に関する計画に係る

事項」で詳述する。 
なお，「特定二酸化炭素ガスに起因する海洋環境の保全上の障害を生じさ

せるおそれがある程度の地層内圧力の変化が認められた場合」は，通常

時監視における坑内圧力の監視で，あらかじめ設定する範囲から外れた

場合や事前に予測した挙動から外れた急な変化が観測された場合が該当

し，「実施する措置」は，圧入の停止となる。また「特定二酸化炭素ガス

が海洋に漏出した場合」は，通常時監視の確認調査 （現地概況調査及び

現地詳細調査）を実施し、海水または気泡の 14C 分析の結果により特定

二酸化炭素ガスの漏出またはそのおそれが生じていると判断された 場合

が該当し，「海洋環境の保全上の障害を除去又は緩和するために実施する

措置」は，圧入の停止となる。圧入の停止後は，直ちに環境省に報告し

た上で，環境省指示のもと適切な措置を実施する。 

6.2 海洋環境の保全上の障害が生じる恐れの監視体制について 

(略) 

上記の監視計画については，別紙‐2「特定二酸化炭素ガスの海底下廃

棄する海域の特定二酸化炭素ガスに起因する汚染状況の監視に関する計

画に係る事項」で詳述する。 

なお，「特定二酸化炭素ガスに起因する海洋環境の保全上の障害を生じさ

せるおそれがある程度の地層内圧力の変化が認められた場合」は，通常

時監視における坑内圧力の監視で，あらかじめ設定する範囲から外れた

場合や事前に予測した挙動から外れた急な変化が観測された場合が該当

し，「実施する措置」は，圧入の停止となる。また「特定二酸化炭素ガス

が海洋に漏出した場合」は，通常時監視の確認調査 で移行基準の超過が

確認された 場合が該当し，「海洋環境の保全上の障害を除去又は緩和す

るために実施する措置」は，圧入の停止となる。圧入の停止後は，直ち

に環境省に報告した上で，環境省指示のもと適切な措置を実施する。 
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6.3 関連法規に基づく保安計画等について 
(略) 

関連法規に基づく保安計画等として，本 書類 末に，参考資料-1：高圧

ガス保安法に基づく「危害予防規程」および参考資料-2：消防法に基づ

く「予防規程」を示す。 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

6.3 関連法規に基づく保安計画等について 

（略） 

関連法規に基づく保安計画等として，本 別紙-1末に，参考資料-1：高

圧ガス保安法に基づく「危害予防規程」および参考資料-2：消防法に基

づく「予防規程」を示す。 
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